
世紀末イギリスにおける写真を読む

「芸術」概念の形成と中産階級のイデオロギー一

清水　知　子

　王890年代から王910年代にかけて、ソフトフォーカス・レンズやピグメント印画法

による柔らかなトーンの写真印画が製作された。「芸術としての写真」を打ち立て

るこの動きは、ピクトリアリズムと呼ばれ、特に世紀末のイギリス、ウィーン、フ

ランス、アメリカにおいて一世を風嘩した同時代的な現象であった，。

　写真におけるピクトリアリズムは、王8世紀のイギリス貴族の間に流行したグラン

ド・ツアーによって浸透したピクチュアレスク美学を背景にもっている。オックス

フォード英語辞典（OED）によれば、「ピクトリアル」という語は、もともと「絵

の」とか「絵によって図解された」という意味で使われている。「絵のような」と

いう「ピクチュアレスク」と同じような意味を持つようになるのは、1829年になっ

てからで、実際に「ピクトリアリズム」という語1自体が初めて用いられたのは、1869

年である。「絵のような」とは、単に絵のように美しいというだけでなく、絵でな

くては見られらないくらい醜いと考えることもできる。また風景に対する眼の能動

性、凪景を生産していく知識や趣向の間題を指摘することができる。H・P・ロビ

ンソンは、1869年に『写真における絵画的効果』を干1」行し、従来の「崇高」、ギ美」

に「多様性、不規則性、視覚的刺激」などを加えてピクトリアリズムを定義してい

る。いずれにしろ、19世紀末には、この語は、かなり多くの人々の間に浸透してい

たといえよう。

　もともとピクチャレスク美学は、グランド・ツアーに山かけることができ、さら

に芸術を理解できる教育を受けた限られた貨族階級のものであった。しかし、19世

紀になると、鉄道がイギリス全土を網の目のように覆い、さらに旅行業者トマス・

クックや鉄道会社は、こぞって格安の観光切符を販売したリ、団体ツアーを企画し

たi）した。旅行は大衆化し、もはや貴族のものだけではなくなったのである。もと
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もと労働や苦痛をあらわすフランス語の「トラヴァイユ」を語源に持つ「トラベル」

（骨の折れる厄介な仕事）に対し、「ツーリズム」は、はじめからよく知られている

ものを見物しにいくことであり、19世紀はじめにあらわれた「ツーリスト」という

語は、「楽しみのために旅行する人」を意味していた。

　こうしたツーリズム現象は、一大産業となった絵葉書ブームとも密接に関係して

いる。コダーツクの出現や、写真の大量複製技術の成熟により、誰でも簡単に風景を

所有することができるようになった2。旅行して、「名所」を自分のカメラに収める

ことも、その風景の描かれた絵葉書を送ることも、白己顕示欲を満たす手段となっ

た。それは、旅する余裕の誇示となり、無名の群衆から白分を際だたせるためのデ社

会的地位のシンボル」として機能していた。こうした複製に基盤をおく巨大産業の

成長により、写真の発明以来続いてきた「写真は芸術か否か？」という議論に抽車

がかかることになった。写真におけるピクトリアリズムは、この時期独特の「芸術」

概念のように思える。本論では、帝国の没落も、文化の危機意識も、みな表層に戯

れるデカダンス的なイメージヘと転移されていくような従来の世紀末解釈を再生産

するのではなく、その背後に潜む社会的なテクストにメスを入れ、表層に隠蔽され

た政治的行為を垣間見たい。

　また、世紀末写真におけるピクトリアリズムは、「芸術としての写真」としてど

のような歴史性をもって生産されたのだろうか。ピクトリアリズムの動きを代表す

るロンドンの写真家団体「リンクト・リング・ブラザーフッドJ（以下L．R，B．）を

中心に、この時期成立した写真における「芸術」の概念が、同時代の中産階級のイ

デオロギーとどのように関わりつつ形成されていったのか、そのプロセスを解明し

たい。

　L，R．B．は、1892年にロンドンで設立された写真家団体で、ユ893年から1909年にか

けて、国際展覧会やサロンを主催し、この時期に大流行したピクトリアリズムの中

心をなす。会員は、イギリスだけでなく、フランス、アメリカなど国際的なメンバ

ーから成立していた。はじめは馴生だけであったが、1900年には、初めてガートル

ード・ケーゼビア（アメリカ合衆国）が女性会員となっている。

　L，R．B．は、次のような綱領を掲げている。
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The Linked Ring 

THE LINKED RING has been constituted as a means of bringing to-

gether those who alle interested in the development of the he~hestform ofArt 

of which Photography is capable. The present is felt to be an opportune time 

for the formation of a sociable coterie of pictureloving, as separate frole~ 

purely scielatlfic ol' practical, c;'aftsmen. 

Those only are, in the first instance, eligible, who loyally admit artis-

tic capabilities in Photography, and who are prepared to act with a spirit 

of LOYALTY, both as regal~ds the furthering of the objects of the 

LlNKED RING and TOWARDS THEIR FELLOW-MEMBERS, if adrnitted. 
The organization has no President or Officers, no subscription, and no 

rules or regulations, but some customs and observances, the knowledge of 

which is imparted to those who are admitted within its limits. 

The LINKED RING dine_s together monthly, at a very moderate cost. 

Its device is "Liberty andLoyalty."3 (~ ~7 I; ,/ ~ ,j~IJf:ji~t) 
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じように写．真を芸術の一分野として確立しようと尽力したアメリカの写真家アルフ

レッド・スティーグリ・ゾソは、「スクリブナーズ」誌の中で、今こそ、アマチュア

は、本気で絵作りに励むべきだと主張していた。

　しかし、こうした動きは、写真に柔軟性を主張する一方で、実は、「芸術として

の写真」の可能性をせばめていたといえる。彼らの頭には、芸術二絵画という図式

があったと思われる。そして自分たち中産階級が「芸術」へ参入できる場として写

真をえらび、カメラを使って（あるいは時に絵筆を加えて）その絵画二芸術制作に

励んだのである。つまり、L．R．B．によって構築された「芸術としての写真」とは、

カメラを手にすることができ、芸術・写真愛好家である中産階級による封じ込めの

美学ともいえる。かつて貴族のみに理解し得えた「ピクチュアレスク」という語を

掲げて街を歩き回り、さらにその写真を絵画のごとく「展覧会」に展示することは、

彼らにとってデピクトリアリズム」という規範をともなった「美学的」アイデンテ

ィティを確立することではなかったのだろうか。逆に言えば、中産階級の内部にお

いて自らを差異化、特権化し、「芸術」に携わる者という杜会的な位置を得ること

だったといえる。

　L．R，B．の特徴をよく表している代表的な写真家ジョージ・デヴィソンの「たまね

ぎ畑」（1890年）は、全体的に調和がとれ、柔らかなまなざしに包まれている。また

L．R．B．の会員ではないが、手法において多大な影響を及ぽしたエマソンの写真

（1886年）では、．馬に焦、点が当てられ、背景は、ぽんやりとぽかされた印象主義的

なものとなっている。（図1）確かにこうした手法は、これまで指摘されてきたと

おi〕である。しかしここでは、写真に捉えられた光景に目を向けたい。

　エマソンの写真では、耕夫が、馬の後ろのながえについて耕作をしている。しか

し、フローラ・トリスタンが指摘するように、こうした光景は、そのわずか2，3

年後には、大型耕作用の牽引車が、地方を回って農家に貸し出されるという光景に

とってかわられるのである。現実に起こっていた変化は、写真家たちによって記録

されることはほとんどなかったのである。実際、1875年以降アメリカをはじめとす

るあらゆる地域からイギリスに食料が流入していた。また、豊作時でさえ賃金が安

く住まいも恵まれなかったイギリスの農業労働者は、恐るべき勢いで農村を後にし

て都市に移住していった6。写真にみられるのどかな光景は、当時の救いようのな

いイギリス農業の不況とは対極的である。写真のなかでは、耕作そのものが「普遍

的なシンボル」のごとく掲げられ、「耕作機械、あるいはそれを携えて地方を回る

人々」は、「美的にも好まし’くない現代の表れ一として、「芸術作品」から排除され

ていたといえる。農民は、「消えゆく社会秩序の一つ」であった。つまり、ここで

「伝統的な農民一のイメージは「芸術」として機能していたのである。
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＜図1〉H．P．Emerson，〃〃02悠ん，1886

〈図3〉“The　New　Woman”．Punch，June15．1895

　　　家庭を守り、俗事に疲れた夫を癒

　　　す＜家庭の天使〉に代わってこの
　　　時期〈新しい女〉が登場した。「新

　　　しさ」は様々だが、伝統的に女の

　　　役割、本質とされてきた言説を問

　　　い直す女たちであった。

〈図2〉Wi11iam　Crooke，〃o伽伽o♂

　注目すべきは、こうした田園のイメージや農村を主題とした絵画・写真の流通

が、常にロンドンの観客とロンドンの展覧会場という側面からできあがっていたと

いう点である。つま十）、ここに生産された田園は、ロンドンで鑑賞する者に、白分

がこの伝統的な田園、村落、静かなとうもろこし畑とともにあったイギリス人であ

ると感じさせ、一つの国民意識を共有させる点において、まさに機能していたとい

える。

　同様の視点に立つとき、このレトリックは、L．R．B、の女性の表象にも見いだせる。

LR．B．という名称とともに、その女性表象において神秘、宗教的な主題への回帰や

耽美的なイメージなど、ラファエル前派（P．R．B．）との類似は、これまでにもしば

しば指摘されている。子供を抱く母、森の中に妖精のようにたたずむ女など、ここ

に表象されるどこかはかなげなげでもの悲しげな視線は、どれも写真の外にいる所

有者／男性鑑賞者を前提として構築された女性のイメージである。「新しい女」

（“The　New　Woman”）が紙上をにぎわしていた社会は、ここではまったく姿を見

せることはない。（図2，3）
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　このように「芸術としての写真」は、この動きをうち立てたものたちの欲望の痕

跡を残しているように思える。世紀末の「芸術としての写真」は、絵画、あるいは

文学的主題を伴う表象、柔らかなトーンからなる詩的な調和だけでなく、その奥底

に、ある政治性をはらんでいるように思える。つまり、中産階級のアマチュア写真

家らが、自分たちの写真を絵画と同じように展覧会に展示し、「芸術家」的なアイ

デンティティーを確立させたとすれば、この写真による「芸術」を、中産階級内部

において白らを差異化するひとつの装置として読むことができるのではないか。さ

らに、事実の記録という写真の機能に対して二項対立的に芸術二絵画という図式を

浮上させたことで、写真の美学は、逆に審美的、個人的な「写真的営為」へ一元化

してしまったといえる。

　都市へ向けられたまなざしもまた、ユ8世紀末に成立したピクチュアレスク美学、

つまり、「世界を絵のように見る」風景の所有装置を、写真のなかにシフトしたや

わらかな質感と雰囲気を含む一つの詩学として読むことは十分に可能である。

　しかしこの節では、都市をめぐる写真のイメージの戦略的な機能について考察し

たい。ほぼ同時期にW・E・フーパーによって企画、編集された写真集にあるロン

ドンの一光景とL．R．B．を代表する写真家アルヴィン・ラングドン・コバーンのロ

ンドンを比較すると、両者の歴然とした差異が浮かび上がる。（図4，5）フーパ

ーの本の表紙には、次のように記されている。

COMPRISING　VIEWS，IN　PHOTOGRAVURE　AND　MODERN　STYLES

OF　PHOTO－ENGRAVING　AND　REPRODUCTION，OF　THE　CAPITAL
CITIES　OF　THE　BRITISH　EMPIRE　IN　THE　FIVE　CONTINENTS，

TYPES　OF　NATIVE　RACES　AND　SUNDRY　ILLUSTRATIONS；
WITH　CONCISE　HISTORICAL　AND　STATISTICAL　DETAILS，MAPS

AND　ROYAL　PORTRAITS7

　ここに提示されるのは、今世紀初頭の“Br1tish　Empire”の記録・証明とともに、

その首都として位置づけられたロンドンである。人とモノ、錯乱する記号とスピー

ドの速さ、限りなく孤独を感じたに違いない現実を浮上させる。

　これに対し、コバーンの写真は、霧に包まれた風景を、ソフトフォーカス技法、

また時として江戸の風景版画をもとにした手法によってロンドンを物質的な現実か
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〈図4〉Hooper，London

<~~I 6 > Coburn, L07rdon <~I 5 > Coburn, London 
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ら切り離し、神秘的な空間に宙づりにする8．1909年の雑誌「カメラワーク」（Cα㎜一

θl／α舳刷では、ロンドン人ですら見たこともない想像力に富んだホイッスラー調

のロンドンを見せてくれたとして、コバーンの写真が高く評価されている9。

　この時期は、写真家だけでなく、ジョセフ・ペネルをはじめとする挿絵画家も、

競ってあらたに興隆した大都市の景観を描いた。ペネルもコバーンも、ともにヘン

リー・ジェイムズの本の挿絵を担当している。しかし、明らかに二人のスタイルに

は差異が見られる。ペネルの挿絵は、作家が言語によって明確に表現し得なかった

ものを具体的な対象によって説明づける。これに対してコバーンの写真は、テクス

トと競うことなく、むしろ都市に対する何か詩的なイメージを喚起させ、静寂した

なかに静かな、魯、づかいを感じさせる。ジェイムズは、最終的にコバーンの写真をニ

ューヨーク版の口絵に用いている。『黄金の盃望第一巻最初の口絵について、「その

盃にはじめて出会った小さな店の様子くらい適当なものはない。その小さな骨とう

店はさまざまな物が相互に関連している著者の想像力の世界の店であり、著者の想

像で描きだした心の店であるから、一般にそのような店の本質の一滴から蒸溜され

強化されたイメージにすぎない」と述べている。ジェイムズとコバーンは、写真に

とった実際の店のありかを絶対に明かすことはなかった。また、ジェイムズは、コ

バーンに宛てた手紙の中で、白分の描くイメージに合箪するような表現、つまりテ

クスト上には姿を見せないが、その雰囲気を感じさせるようなイメージを、いかに

光学によって紙面に喚起させるかについて入念に語っている10。コバーンは、1905

年のジェイムズとの出会いをきっかけに、アーサー・シモンズを知り、その著書『都

市ヨ（α加∫）に刺激を受けた。コバーン白身、自ら写真による連作『都市の冒険』（丁加

λ伽θ〃〃θ∫ψα加∫）を試みている。こうした状況の中で、シモンズとニコバーンは、

！906年、共作『ロンドン3にとりくむことになった。ここに示したコバーンの写真

は、もともとこのシモンズとの共作『ロンドン』のために撮られたものである。し

かし、2人は1906年、1907年とあちこちの出版社に申し出たがなかなか受け入れて

もらえず、結局1909年別々に出版されることになった。コバーンの『ロンドン』

（五〇〃oη）は、Duckworthから、シモンズの『ロンドン』（Lo〃oパλ3ooゐψA㌻

μo云s）は、コバーンの友人エドマンド・ブルックスによって私家版として出版さ

れた。出版にいたる状況については、これまで何も言及されていないので、詳しい

成りゆきは謎に包まれたままである］1。しかし、シモンズの精神状態の異変との深

い関係がうかがわれる。1908年、シモンズはベニスにおいて精神に異常をきたし、

牢獄にとらわれの身となった。またそれ以前の、1905年に出された唯一の短編小説

集『心の冒険』（1905年）は、精神の苦悩を明らかに反映した狂気に満ちた作品とな

っている。
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　シモンズのテクストを手にしたコバーンは、夜のロンドンヘシモンズを連れて出

したときの思い出を、次のように語っている。

ハンガーフォード・ブリッジからのテムズ川のすばらしい記述を再び読むと

き、私は、じぶんがシモンズをそこへ・連れていった夜のことを思い、自分が部

分的にも、この宝石のような散文にかかわっていることをうれしく思う。私た

ちは、薄い霧のなか、セント・ジョンズ・ウッドからずっと歩いた。霧は、テ

ムズ川に近づくにつれて薄くなったが、依然として、その遠景を神秘的なもの

にしていた。私たちは、30分くらい橋の手すつにもたれていた。「サリー則は

暗い。わずかな水がゆっくりと流れるぬかるみから高くそびえ立つ、ぽんやつ

した建物があるからだ。動いているのは、水だろうか、それとも影だろうか？」

これは、ホイッスラーが喜びそうな一節である。「高い煙突の一つから、赤み

を帯びた煙が漂い、旗のように揺れている」とは、聞いた人の心をとらえて離

さない美しさをもった言葉である12。（拙訳）

　シモンズとコバーンのロンドンは、どこか夢幻的で、微妙な濃淡と、独特の雰囲

気をかもしだす「一枚の絵一として立ち現れる。シモンズ自身、『ロンドン』（ムoη一

伽ヅλ3oo虎ぴλ吹6な）のなかで、ロンドンをパリやプラハと比較して次のよ

うに述べている。

イギリスの雰囲気は、ロンドンの煙を働かせながら、本当の（rea1）ロンドンを

生みだす。リアルなロンドンとは、パリのように画一的な輝きをもつ都市では

なく、プラハのように、荒涼とした陰蟹な雰囲気を持つものでもない。リアル

なロンドンとは、絶えず変化しながら、絶え間なく続く一連の絵のようであ

り、どんなつまらない通りの角が、突然すばらしい壮観を帯びるかわかったも

のではない。イギリスの霧は、いつも鋭い感覚をもった画家のように活動して

いる。ロンドンは、霧が仕事をするために用意された一つの広大なキャンバス

なのである。ロンドンの中で際だって美しいのは、テムズ川である。テムズ川

は、霧が常にその形態や色彩を変え、明かりを神秘的なものにし、非常に美し

い。ジャグと小塔のあるただの国会議事堂を美しい宮殿に変えているからであ

る。霧が夜や雨と共同作業するとき、傑作が創りだされるのである。事：ヨ（拙訳、

下線引用者）

「一つの広大なキャンバス」として浮上するロンドンは、先に見たフーパーの口
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ンドンとは明らかに異なる。「芸術のための芸術」は、世紀末において、高級芸術

・文化とそうでないものを唆別する。

　『ロンドン』（ム0”0ヅA3oo冶げAψκ左∫）のなかで、エッジウェァー・ロード

の印象を述べた一節には、白らを実際の社会的機能から隔離し、美学と白己同一化

しようとする、シモンズの唯美主義的な姿勢がうかがわれる。

私は、エッジウェアー・ロードをあちこち歩くとき、なぜこうした人々が存在

するのか、なぜこうした人々があえて存在し続けるのか、時々考えざるを得な

くなる。彼らの顔を見なさい。何にも興味を抱くことはなく、否定できない冷

淡さと物憂げな様子がわかるだろう。……こうした顔のどこにも、美を見いだ

すことはないだろう。彼らが身につけている衣服にも、休んだり動いたりして

いるときの動作にも、あるいは何かを口にするその声にも、美を見いだすこと

はないだろう。彼らは、なんの恩恵も魅力も与えられることのなかった者たち

であり、その人生は卑しく、そしてその境遇から逃れる術をまったく持たない

のだ。14（拙訳）

　この一節において、貧しいものは、完全に審美的世界から排除されていながら、

芸術家によって、審美的効果を生みだす対象として用いられ、美化されている。こ

のように常に文学者として、芸術家として、大衆から距離を置く、あるいは白分の

美的世界を構築する道具として大衆をとらえる視点は、『文学における象徴主義運

動』のなかにも見られる。「生の序商」の「私」は、「私たちは平凡な巾流階級に囲

まれていた。私は、平凡なものとlll1流階級が大嫌いであった」と言う。これは『文

学における象徴主義運動』の序文で、デカダンスを「文学本流からの逸脱」として

排除しようとするシモンズの巾産階級への嫌悪感とねじれながらも重なっている。

富山太佳夫氏が指摘するように、シモンズは中産階級への白己嫌悪感ゆえに自己を

都市に内属しながら白由に生きる放浪者に投影していたのであるI5。

　シモンズ白身、メソジスト派の巡回牧師を父にもち、その教区が変わるたびにあ

らたな土地へ身を移した。白伝的要素の強い「生の序曲」の印で、「私」は次のよ

うに語っている。

もしも私が、放浪者で世界のどこか一つのところに腰を落ちつけることができ

なかったとすれば、それは私がどこか一つの空とか土地についての幼い頃の思

い出をもたないからである。そのことが、私にそれなりの落ちつきのない自由

を与えることで、多くの偏見から私を解放してくれたが、同時に、永続的な、こ
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の世で長い成長を遂げるものから私を切り放してしまったのである皿！6（拙訳）

　「私」は、社会のなかで孤独を感じながら、世界のなかに浮遊する。文学の世界

においてもいわば放浪者であったシモンズは、白らをこの『ロンドン』（工o〃oヅ

A8oo冶ψA∫μ‘S）のなかの都市に開放された放浪者に投影し、そこに美学化さ

れた世界を見いだしたのだった。

　また一方で、叙情詩のような都市の光景をとらえるコバーンの写真には、たとえ

ば図6のように、労働者の姿をとらえたものがある。こうした写真は、ルイス・ハ

インのように、労働者階級の人々を貴いものとして描き出すことによって、文化的

なカテゴリーを定義し直そうという「社会的営為」とは明らかに異なるものであ

る。コバーンにとって、労働者の姿は、あくまで審美的で、個人主義的なザ写真的

営為」である。ハインのまなざしと比較するとき、写真というメディアが、何を主

題とし、そして対象とどのような関係を結んでいるのかという間題が浮かび上がる。

　目の前に存在する「現実」と表象すべき「現実」のかすかなずれが、イメージ生

成への原動力として機能することによって、シモンズとコバーンのロンドンは成立

する。＜芸術のための芸術＞を掲げる唯美主義者が、自分の属する中産階級のなか

て自らを差異化していくときのレトリソク　　脱中産階級の戦賂は、18，19世紀、

ブルジョワ的主体が「自已成型」する構造と同型のものであるのみならず、歴史的

にさらに重要なのは、それを写真が喚起するイメージが担っていたということであ

る。

　以上いくつか例を見てきたように世紀転換期、芸術として受け入れられたピクト

リアリズムの写真は、たとえば、現実の田園風景ではなく、失われつつある田園を

提えた。それは都市にすむ中産階級の、かつてのイギリスの田園へのノスタルジー

を満たす装置として機能する。あるいは、都市をにぎわしていた「新しい女」は姿

を見せることなく、「神秘的な女たち」が写し出されていた。詩的なロンドンとい

う都市の写真を目にするとき、実は、その写真表象には、まったく現れることのな

かった巨大なテクスト空間、大英帝国の首都としての都市の姿を感じないわけには

いかない。こうした二重の状況を視野に入れるとき、ノスタルジアに満ち、全体的

な調和を渇望する一方で、写真によって、美学的なアイデンティティを確立し、社

会的機能を保っていった中産階級のアマチュア写真家と世紀末の「芸術」としての

写真の姿を捉えることが可能になるのである。
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年 写真 イギリス文学 主な出来事

1894 フランスでも絵画的写真の傾向が強ま 雑誌「イエローブツ
る。「パリ・フォトクラブ」が、口べ ク」創刊。（一！897）

一ル・ドマシー、コンスタン・ビョー ステイーブンソン、べ

を中心にサロンを設立。ロンドン写真 イター没。

協会が、王立写真協会に改称。

1895 ポール・マーティン（1864－1942、英） トマス・ハーディ『日 ワイルド裁判

夜のロンドンを撮影。『ガスライトに 陰者ジユード』。H・

照らし出されたロンドン』（Londonby G・ウェルズ『タイム

Gasl1ght）干I」行。ローべ一ル・ドマシ マシン』。マックス
一、「ゴム印画法」（絵画的写真技法） ノルダウポ退化パ英

完成。 語版）。

1898 画家ピエール・ボナール、写真を撮り ビアズリー没。

はじめる。

1899 シモンズ『象徴主義の ボーア戦争勃
文学運動』。 発。

ユ90互 シモンズ「クリスチャ ヴィクトリア女

ン・トラヴェルガ」。 王没。エドワー

ド7世即位。

1902 スティーグりツツ、2月に写真家集団 コンラッド『闇の奥』。 日英同盟。セシ

「フォトセセッション」結成。 ル・ローズ没。

3月にニューヨークのナショナル・ア
一ツ・クラブで第一回展。

王903 コバーン、LinkedRingのメンバーに シモンズ『都市』。H

選ばれる。スティーグリッツ、「フォ ジェイムズ『使者た

トセセッション」の機関誌「カメラ・ ち』。ホイッスラー没。

ワーク」創刊。

1904 イギリスでアナンにより「国際絵画的

写真家協会」（Intemati㎝alSociety
of　Pictorial　Photographers）結成。

絵函的写真はこのころをピークに！910

年初頭まで。

互905 「フォト・セセッション」が「ギャラ シモンズ短編集『心の

リー291」を開設。 冒険』。

1906 コバーン『都市の遍歴』撮影開始。 労働党結成。

1906 コバーン『都市の遍歴』撮影開始。 労働党結成。
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年 写真 イギりス文学 主な出来事

1908 シモンズ発狂。

1909 コバーン～ンドン』出版。ポアマチ シモンズ『ロンドン』。

ユア・フ才トグラファrの編集長F
・J・モーティマー（王874－1944、英）に

より、写真展「サロン・デ・リュフゼ」

開催、成功。（リンクト・リングの「サ

1コン」に落選した作品を集めたもの）

1910 リンクト・リング解散。ギサロン」も

消滅。あらたに「ロンドン国際写真サ

ロン」（The　London　Sa1on　of　Photog一

raphy）設立。1コバーン折ニュ山ヨ』
ク』出版。

ユ9ユ9 コバーン、フリーメーソンヘ
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